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今月の

新着本

【中央図書館】

電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　４月２日（月）･９日（月）
１６日（月）･２３日（月）
２７日（金）･３０日（月）

【長岡図書館】

電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　４月２日（月）･９日（月）
１６日（月）･２３日（月）
２７日（金）･３０日（月）

【韮山図書館】

電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　４月４日（水）･１１日（水）
１８日（水）･２５日（水）
２７日（金）･３０日（月）

問合せ

｢赤朽葉家
あかく ち ば け

の伝説｣   

桜庭一樹／東京創元社

千里眼の祖母、漫画家
の母、そして何者でも
ない私。戦後史を背景

に、鳥取の旧家に生きる三代の女た
ち、そして彼女たちを取り巻く製鉄
一族の姿を描き上げた渾身

こんしん

の雄編。
【長岡・韮山図書館所蔵】

「昼は雲の柱」

石黒耀／講談社

富士山の地下で、怪し
げな低周波地震が頻
発。そしてついに噴火

の日を迎え、富士山の山体が崩壊す
る…。富士山の大噴火を仮想体験で
きる近未来シミュレーション小説。

【中央図書館所蔵】

信長誕生前夜の戦国、奥三河・野
田城主菅沼家三代に光を当て、知
られざる英傑たちの熱き戦いを追
う歴史巨編。中国歴史小説の巨匠
が初めて挑む戦国日本。全５巻、
以下続刊。 【中央図書館所蔵】

「風は山河より 第１・２巻｣
宮城谷昌光

新潮社

｢世間の辻　

公事宿事件書留帳｣  

澤田ふじ子／幻冬舎

公事宿は現代の弁護士
事務所兼宿泊施設。こ

こに居候する田村菊太郎が鮮やかに
事件を解決する人気時代小説。表題
作ほか全６編。

【中央図書館所蔵】

｢ブレイクスルー・

トライアル｣  

伊園旬／宝島社

生体認証システム、新
型警備ロボット。技術

の粋をつくした難攻不落の研究所を
突破し、１億円を手に入れろ！現代
版金庫破りサスペンス。

【韮山図書館所蔵】

｢最愛｣   

真保裕一／新潮社

１８年間音信不通だっ
た姉が、意識不明で救
急病院に搬送された。

それは婚姻届を出した翌日の出来事
だった。姉が選んだ夫はかつて人を
殺
あや

めた男だという。慟哭
どうこく

の長編恋愛
小説。【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢教室の悪魔 見えない「い

じめ」を解決するために｣   

山脇由貴子／ポプラ社

子どもの世界で何が起
こっているのか？大人

が知っている「いじめ」と子どもた
ちの「いじめ」の現実との大きなギ
ャップを示し、いま大人がなすべき
ことを提示する。【中央図書館所蔵】

｢どこから笑顔が ホスピス

でいのちに寄り添って｣   

赤井聖子／女子パウロ会

ホスピスは最期の「い
のち」を生きるための

場所。支える人、寄り添う人がいれ
ば、人はどんな苦しいときにも笑え
ます。ホスピス看護師が経験した
「いのち」の重さ。【韮山図書館所蔵】

｢そこにいますか日常の短歌｣  

穂村弘／編・西村敏雄／絵

岩崎書店

う～んと唸
うな

るものか
ら、よくわからないも

のまで。水洗便所、あいさつ、ねじ
など、日々のふとしたことがらを短
歌１４首と趣きのある絵とともに楽
しんでください。【中央図書館所蔵】

●４月１日から、長岡・韮山図書館の休館日が変わりました。詳しくは、図書館ホームページ、各館で配布して

いる図書館カレンダー等でご確認ください。また、毎月の休館日は、広報いずのくに１日号でお知らせします。
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その２４

指定文化財紹介シリーズ１０

山木遺跡出土の
生産・生活用具

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

戦
後
ま
も
な
く
静
岡
市

の
登
呂
で
住
居
跡
や
木
製

品
や
土
器
な
ど
、
多
く
の

出
土
品
が
発
見
さ
れ
て
、

日
本
の
歴
史
を
再
発
見
す

る
資
料
と
し
て
大
い
に
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
考

古
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た

の
も
こ
の
調
査
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

続
い
て
昭
和
二
十
五
年

に
は
伊
豆
韮
山
で
農
業
排

水
路
工
事
の
現
場
か
ら
多

量
の
土
器
や
木
製
品
が
発

見
さ
れ
、
た
だ
ち
に
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
山
木
遺
跡
で
、

登呂遺跡
高床倉庫
復元のモデル

夥
お
び
た
だし
い
量
の
田
下
駄

た
　
げ
　
た

や
鋤す
き

な
ど

の
農
具
や
、
柱
や
梯
子
な
ど
の
建

築
用
材
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
窪
地

に
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、

ね
ず
み
返
し
が
取
り
付
け
ら
れ
た

ま
ま
の
高
床
倉
庫
の
柱
が
あ
り
、

登
呂
遺
跡
で
は
用
途
の
分
か
ら
な

か
っ
た
円
形
の
板
が
、
ね
ず
み
返

し
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
ね
ず
み
返
し
の
取
り
付
け

ら
れ
た
ま
ま
の
柱
や
、
多
く
の
建

築
用
材
を
参
考
に
し
て
登
呂
遺
跡

の
高
床
倉
庫
が
復
元
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
時
に
出
土
し
た
遺
物
の

山木遺跡出土の生産・生活用具の概要

名　称 重要民俗資料
「山木遺跡出土の生産・生活用具」２３９点
衣食住関係　１５４点
生産関係　　６４点

その他　　　２１点
指定年月日 昭和４１年６月１１日

所在地 伊豆の国市韮山（市韮山郷土史料館）
所有者 伊豆の国市
時　代 弥生時代～古墳時代・平安時代
見学料金 ３００円（市民は半額）
問合せ 社会教育課、または韮山郷土史料館（電話

０５５‐９４９‐４１２７（水曜日休館）

山木遺跡からの出土品の数々

う
ち
二
百
三
十
九
点
が
昭
和
四
十

一
年
六
月
十
一
日
に
『
出
土
品
の

保
存
状
態
も
良
く
、
弥
生
時
代
の

生
活
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
り
、

ま
た
後
世
の
生
産
用
具
や
生
活
用

具
と
の
関
連
を
知
る
上
で
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
』
と
し
て
、
重
要

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

遺
跡
か
ら
の
出
土
品
が
民
俗
資
料

と
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本

で
こ
れ
だ
け
で
す
。

山
木
遺
跡
は
そ
の
後
二
十
回
ほ

ど
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、

村
の
あ
っ
た
場
所
、
墓
地
の
場
所
、

水
田
の
あ
っ
た
場
所
な
ど
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
時
代
は
当
初
、

弥
生
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
調
査
で
弥
生
時
代

に
住
み
始
め
て
、
古
墳
時
代
に
最

も
村
が
栄
え
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ま
た
、
平
安
時
代
に
は
田
方
平

野
全
体
に
水
田
が
開
発
さ
れ
た
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

山
木
遺
跡
の
木
製
品
（
梯
子
、

ね
ず
み
返
し
、
扉
、
田
舟

た
ぶ
ね

、
田
下

駄
、
大
足
お
お
あ
し

、
鍬く
わ

、
鋤
、
皿
、
鉢は
ち

、

片
口
か
た
く
ち

、
弓
、
火
起
こ
し
具
、
杵き
ね

な

ど
）
や
土
器
各
種
、
砥
石
と
い
し

、
ガ
ラ

ス
玉
な
ど
多
数
を
江
川
邸
裏
門
脇

の
韮
山
郷
土
史
料
館
で
展
示
し
て

い
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
遺
跡
地
図
を
発
行

こ
の
度
、
伊
豆
の
国
市
全
体
の
遺
跡
地
図
を
発
行
し
ま
し

た
。
市
内
に
は
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
二
百
二
十
五
カ
所
も

の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡
地
図
に
は
遺
跡
の
位
置
、
時
代

な
ど
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
遺
跡
の
と
こ
ろ
で
工
事
な
ど

を
行
う
場
合
の
手
続
き
の
仕
方
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

土
木
業
者
や
、
市
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
、
学
校
で
の

自
由
研
究
に
は
こ
の
遺
跡
地
図
が
便
利
で
す
。

遺
跡
地
図
は
市
役
所
各
支
所（
韮
山
、
大
仁
）と
韮
山
郷
土

史
料
館
、
社
会
教
育
課（
あ
や
め
会
館
）に
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

料
金
は
、
無
料
で
す
。


